
新しい定型 

 
毒は流れず 
地を這う北風 
通勤の人群れはカサコソと侘しく 
切れ切れの陽の光 
膝を抱える者は部屋の中 
無闇に歩く者は傷口を自ら押し広げ 
原子は人の指になびき 
全てを増幅せねばいられない 
全てを強化せねばいられない 
干上がった渇望が足跡となり 
せせら笑いも萎び果て 
無意味の中を必死で捜し 
ふん、それこそが渇いた現代だとは 
芸術家という新しい貴族階級の御説 
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